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慶應義塾大：大学全体では前年度並、学部別の増減も５学部ずつ            一般：+189 人 

 

COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、189 人(101)の微増で２年連続前年度並。学部別では増加、減少が５学部ずつに分かれたが、湘南藤沢キャンパスの２

学部の減少が目立った。 

<一般方式> 

○文(102)は、前年度まで６年連続減少の反動はなく、前年度並。 

○法(96)は、やや減少で２年連続減少。学科別では、(法律)(96)は２年連続やや減少、(政治)(97)は前年度やや増加の反動でやや減

少。 

○総合政策(91)は、7 年連続減少、志願倍率は 12 倍を下回った。 

○経済(105)は、前年度やや減少の反動でやや増加。方式別では、<Ａ方式>(112)は増加で、400 人以上の増加は 8年ぶり、志願者数

は 4年ぶりに 4,000 人を上回った。一方で、<Ｂ方式>(92)は 2年連続減少、志願者数は募集人員が 210人になった 2016 年度以降

で最少。 

○商(105)は、やや増加で２年ぶりの増加。方式別では、<Ａ方式>(110)は 3 年連続増加、志願者数は 4,600 人を上回った。一方で、

<Ｂ方式>(98)は微減だが２年連続減少。 

○理工(102)は、微増だが３年連続増加。学門別では、２年連続増加の反動でやや減少となった学門 C(93)を除く４学門が増加。学門

D(106)、学門Ａ(105)、学門Ｅ(105)はいずれもやや増加で 3年連続増加。 

○環境情報(88)は、5 年連続減少。志願者数は募集人員が 225 人となった 2021 年度以降で最少。 

○医(105)は、やや増加で 3年連続増加。志願倍率は 5年ぶりに 22 倍を上回った。 

○薬(97)は、系統への人気低下と２年連続増加の反動でやや減少。学科別では、６年制の(薬)(94)は 2 年連続増加の反動でやや減少。

一方で、４年制の(薬科学)(102)は微増だが 3年連続増加、 

○看護医療(96)は、やや減少で２年連続減少。 
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一般方式 共テ利用方式
※前年度の志願者数を100とする指数
※学部名の下の数値は学部全体の指数
※全学科で共テ利用方式なし


